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研究成果の概要（和文）：全国のキリシタン遺物を、美術史、油彩修復学、考古学、文化財保存科学の学際グループで
多角的に調査・研究した。3年で10回行った国内調査には、代表、分担者、博士号を有する協力研究者、延べ約40人が
参加し、補助金の大半は、それらの国内旅費・謝金に充てられた。成果は2012年に論文集として出版した他、最終年に
も報告書を出した。研究分担者は、国内他、イタリアでも調査を行い、国際学会で研究発表をした。現在調査し得る遺
物調査はほぼ完遂した。

研究成果の概要（英文）：Composed of specialists in art history, restoration, archaeology, and so on, our i
nterdisciplinary research group investigated Japanese Christian relics. Besides the senior researcher and 
co-researcher, more than 40 researchers with doctoral degrees collaborated in ten investigations; most of 
the subsidy was appropriated for their travel expenses and fees. We published a treatise in 2012 and a rep
ort in 2014 as a part of our achievements. The co-researcher conducted various investigations in Japan and
 Italy and read a report at the International Congress. Overall, we were able to investigate almost all th
e presently accessible Christian relics in Japan.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
 禁教期のキリシタン遺物は、長崎などでい
まだに聖遺物扱いされていることからもわか
るように、客観的な研究対象として扱われた
ことはなかった。しかしながら、今日、海外
の大きな展覧会でも贋作が潜伏キリシタンに
よる信仰対象であったとして展示されるなど、
危惧される状況にある。また、茨木市に残る
キリシタン遺物はほとんどが個人所有であり、
代替わりによる散逸が懸念される。 
 茨木市のキリシタン遺物は、ことに、質の
高いものが多く、現在のヨーロッパでも見出
せない非常に価値あるものが残存した稀有な
例である。それらを文化財としてきちんと保
存し、次世代につなぐためにも、基礎的な研
究が欠かせない。 
 我々のグループは、美術史学 2 名が代表と
分担研究者を務め、他に文化財科学および油
彩修復学の専門家が加わって、日本にあるキ
リシタン遺物とその関連作品の調査を 3 年に
わたって行うこととした。 
 重要文化財指定を受けている作品もあるた
め、対象作品調査のための許可申請書類を準
備しつつ、許可が出た所から調査を行う予定
で柔軟に動くこととした。 
 なかでも最大の眼目は、日本人によって描
かれたと目される、マカオのサン・ポール教
会美術館所蔵の《大天使ミカエル像》の光学
調査であった。また、アイルランドのウルス
ター博物館所蔵の十字架やメダル等の信仰具
調査の実現をめざす。 
 その他、群馬県立博物館、茨木市千提寺・
下音羽、日本二十六聖人記念館（長崎）、東京
大学図書館などが候補地となった。作品の選
定は、主に協力研究者の武田恵理が行った。 
 武田の調査では、16-17 世紀にかけて制作
されたキリシタン遺物に関して、絵画、彫刻
作品の描画方法と素材の調査を行う。 
 従来、日本画修復家の間では、初期洋風画
の修復に際して、修復時に使用する水に対す
る作品の反応が本来の膠画と異なり、給水し
難く、水分を使用すると絵画の肌合いを損な
うことが知られていた。しかし、その理由に
関しては、調査されず、従来通りの日本画の
修復方法が用いられてきた。しかし、《原田家
本マリア十五玄義図》の調査（国立歴史民俗
博物館、1997）で、初めて油が使用されてい
たことがわかった。 
 
２．研究の目的 
 美術史、文化財科学、油彩修復学を専門と
する学際グループによって、キリシタン遺物
を包括的に調査・研究し、これまで明らかに
されなかった総合的な観点から禁教下、国内
でのキリシタン美術の受容と展開に関して考
察する。 
 本研究・調査では、茨木市のキリシタン遺
物を調査の中心とみなしながら、周辺の比較
可能作品の調査も同時に行うこととした。 
 協力研究者の平尾良光は、千提寺・下音羽

のキリスト教関連金属製作品の蛍光 X線分析
を行い、化学組成を調査する。大航海時代に、
西欧諸国から日本へ先進各種資料とともにキ
リスト教関連遺物も導入された。これらキリ
スト教関連作例の中に金属製のものがあり、
それら資料の化学組成および材料産地から、
当時の製作地と日本との関連を調査すること
を目的とした。 
 平尾の調査対象はおもに金属製品である。
これまでの研究成果から、16世紀以降日本に
輸入あるいは日本で製作されたキリスト教関
連遺物の約 50％は外国産材料を原料として
使用している。この中の約 30％はタイ産の鉛
を原料としたことが明らかになっている。西
洋で製作されたメダルや十字架などは真鍮製
であり、日本製製品は鉛製あるいは青銅製品
が多いという定説とも一致する（真鍮製品：
ヨーロッパ産鉛使用、鉛製品・青銅製品：中
国、タイ産鉛使用）。それゆえ、この傾向が本
測定資料にどのように反映されているかを明
らかにすることに意義がある。本研究では、
茨木市の個人所蔵キリスト教関連製品に関し
て、化学組成を調べ、今までの関連分野にお
ける研究成果などを総合的に組み合わせて、
それらの資料の意義を再確認しようとした。 
 分担研究者の児嶋由枝は、トレント公会議
後のカトリック美術という文脈から、日本の
宣教美術について調査する。 
 
３．研究の方法 
 主要な調査は下記のように行った。 
①2011年6月 群馬県立歴史博物館にて 満
福寺所蔵「泰西王侯図」二幅、「達磨図」の光
学調査 参加 4名 
②同年 7月 第二次群馬調査 参加 4名 
③同年 7 月 茨木市千提寺、下音羽一次調査 
参加 4名 
④同年 8月 日本二十六聖人記念館（長崎市）
にて 「雪のサンタ・マリア」像光学調査 参
加 4名 
⑤同年 11月 個人蔵ガラス乾板（堺市）調査, 
参加 2名 
⑥2012年7月 東京大学図書館蔵「救世主像」
光学調査, 参加 4名 
⑦同年 7月 小倉城跡出土メダイ 1点蛍光エ
ックス線調査, 参加 4名 
⑧同年 7 月千提寺・下音羽のキリシタン遺物
第二次金属製品蛍光エックス線調査 参加 4
名 
⑨同年 8月同第３次調査 参加 3名 
⑩2012年 2月 平戸聞き取り調査 参加 2名 
⑪2013年 2月 「陣中旗」光学調査（天草） 
参加 4名 
 
 武田は、主に初期洋風画の彩色レリーフ、
彩色彫刻について光学調査を行った。 
 平尾は、化学組成を測定する方法として、
ポータブル蛍光 X線を利用した。機器は、約
5kg 程度の重量なので、それを調査資料が保
存されている個人の家や茨木市立キリシタン



遺物史料館へ持ち込み、そのままの状態での
測定が可能であった。 
 代表者は、可能な限り、インターネットで
図像や文献を集め、また、個人研究費で海外
の図書館に赴いた時に参照した資料から、メ
ダルなどの金属製製品の図像源泉と制作背景
について考察した。また、銅版画についても
パリに残る同作品の原作との比較を行った。 
 堺市より武田が委託された南蛮文化館所蔵
品調査では、武田が絵画の光学調査を行い、
代表者は象牙製品や七宝などの品目について
調査を担当した。 
 分担者は、トレント公会議後のイタリアに
おける聖像に関する批評、そして宗教美術作
品について考察した。前者については、特に
ジョヴァンニ・アンドレア・ジリオの著作に
注目した。後者に関しては、特にシピオーネ・
プルツォーネの作品、ローマのサント・ステ
ファノ・ロトンドの殉教場面、そしてサルス・
ポプリ・ロマニ等のカトリック改革期に重要
視された中世の聖像を取り上げた。 
 次いで、そのようなイタリアの動向を反映
した日本における宗教美術として、南蛮文化
館蔵《悲しみの聖母》、東京国立博物館蔵板絵
《聖母子像》、及び日本二十六聖人記念館蔵
《雪のサンタ・マリア》に焦点を当てた。 
 
４．研究成果 
 武田により、初期洋風画の描画技法の多く
にテンペラの特徴が見られ、描く対象によっ
て油分を増減していることが分かった。これ
は同時代、イタリアの技法として知られる油
性テンペラに共通する特徴であり、時代的に
もルネッサンスとの共通性が認められること
が明らかになった。 
 平尾の調査では、結果として、1 点を除く
真鍮製のメダルはヨーロッパのメダルと化学
組成が類似していることから、ヨーロッパか
らもたらされた製品であることが推定された。
それ以外の、キリスト磔刑像、聖遺物容器な
どは、純銅あるいは青銅製品であり、直接製
作地を判断するのは難しいが、メダルの化学
組成による製作地に関する定説から鑑みて、
日本で製作された可能性も否定できない。た
だし、より詳細な情報を得るためには、原料
の産地推定の研究も並行して行う必要があろ
う。当該課題に関しては、今後、自然科学的
分析に加え、他分野での研究の進捗を待ち、
改めて考察したい。 
 分担者によって、南蛮文化館蔵《悲しみの
聖母》、東京国立博物館蔵板絵《聖母子像》、
及び日本二十六聖人記念館蔵《雪のサンタ・
マリア》はトレント公会議後のカトリック美
術と密接に関係していることが明らかにされ
た。 
 3 年間という限られた期間であったが、最
初に、武田による光学調査が進み、それに追
随するように、平尾による化学組成分析が行
われた。最後に美術史的な考察を加えること
ができたので、ほぼ当初の予定どおりに調査

を終えることができた。 
 本邦のキリシタン遺物のうち、現在、アク
セス可能なものはすべて調査することができ
た。その結果、茨木市のキリシタン遺物の価
値が再確認されるとともに、調査せずに通説
となっていた素材（マテリアル）が異なる、
あるいは技法が違うことから、その作品の制
作地もまた再考せねばならないということが
わかった。今後、アジア、ことにインドのゴ
アなどの宣教基地となった土地に残る作例と
の比較調査が欠かせない。マドリッドで 2013
年に行われた南蛮漆器の展覧会では、フィリ
ピンで制作されたキリスト磔刑像と日本製の
蒔絵の十字架を組み合わせ作例が出品されて
いたが、そのように、桃山時代であれば、日
本から輸出されたものをアジアのどこかで組
み合わせヨーロッパへ輸出することは頻繁に
行われたであろう。最近の研究では、禁教期
に入ると、明確なキリスト教関連物は制作さ
れなくなるものの、蓋つきの箱などの宗教に
関係の無いものは作り続けられたようだ。し
かし、それらは輸出された先で再び聖遺物箱
として用いられるなど、決してキリスト教と
無縁になるとは限らなかった。さらに、沖縄
や中国南方域などで、日本の技術を模倣した
漆ものが制作されたと考えられている。従っ
て、作品の分析・調査は、技法分析や光学的
手法、化学組成分析を行った上で、図像の調
査を行うことで初めて制作地と年代を推定す
ることができるだろう。 
 これまで我々のグループが発表して来たデ
ータは、美術史的研究の礎になり、新たな視
点を提示することであろう。一方で、さらな
る調査・研究は、ヨーロッパやアジアに行か
ねばこれ以上は進まないので、また、別の機
会に行うこととしたい。 
 残念ながら、研究代表者を中心とする、ア
イルランドやマカオでの海外キリシタン遺物
調査は行えなかった。今後、機会があれば、
ぜひ調査させていただきたく思う。 
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究会（上智大学）, 2011.12.4 
 
[その他] （計 1件） 
1. 浅野ひとみ,  DVD『茨木市立キリシタ
ン遺物史料館』(茨木市) 制作協力, 2011 
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